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　高速道路の利用時に、目的地まで
の正確な所要時間がわかると計画的
な移動が可能となる。中日本ハイウェ
イ・エンジニアリング東京、地域未来研
究所、富士通コネクテッドテクノロジー
ズは、より正確な所要時間提供を目的
に、3社で連携してBluetoothを用い

　IoTなどで大量に発生するデータ
はトラフィックが集中するケースがあ
る。通信中継器（ノード）に920MHz
帯 LPWA無線を実装し、サーバを
使わずにメッシュ上にP2P通信を行
い「止まらない通信網」を実現するの
が、Skeedの「SkeedOz」である。
　ノードには、GPSとバッテリーおよ
び Bluetooth LE通信モジュールを搭
載しているため、多数の通信ノードで
情報のバケツリレーを行い、障害ノー
ドを迂回して最適な通信経路を選択
する。
　これまでコスト、運用の手間、維持
費などの負担で実現できなかった見
守りや災害対策、地域活性化の取り

「現在の正確な所要時間はどうか」を算定するIoTシステム

自律分散型P2P通信で「止まらない通信網」を

た所要時間提供システムを構築した。
　高速道路ではトラフィックカウン
ターを設置し、通行する車の速度から
所要時間を算出しているが、本システ
ムは、走行する車両に搭載されたカー
ナビやスマートフォン等のBluetooth
のMACアドレスを活用する。

組みなどを推進できる。
　活用例としては、災害時の安全確
認、見守り対象者が小型の位置検出
デバイスを持っていても離れた場所
から位置を確認できるといった福祉
用途、位置を特定できるデバイスを

　高速道路の複数地点に専用アプリ
をインストールした富士通製スマート
フォンを設置。あるMACアドレスを
持つ車がどの地点を何時に通過した
かによって、現在の所要時間を算定
するものだ。比較的簡易で柔軟な所
要時間算定ができることと、著しい
渋滞時に精度よく所要時間が算定で
きることが特徴である。なお、スマー
トフォンは、天候等を加味し、専用の
ボックスに入れ稼働させている。
　システムは、休憩施設に立ち寄った
車両等の通常走行と異なるMACア
ドレスを取得してしまうため、これら
を除去するデータクレンジングアルゴ
リズムを開発し、実装している。

装着し、商店街の回遊を促す宝さが
しや同じプロファイルを持つ人を探す
ゲームといった地域活性化用途など
が挙げられる。人や物の位置情報を
活用した新たな価値の創出や、改革
をサポートしていく。

審査員
特別賞

特別賞
株式会社Skeed

「Bluetoothを用いた
所要時間提供システム」

中日本ハイウェイ・エンジニアリング東京株式会社
株式会社地域未来研究所
富士通コネクテッドテクノロジーズ株式会社

「SkeedOz」

MCPC
award
2018

MCPC
award
2018

図　Bluetoothを活用した所要時間算定
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地点で計測された速度を
区間平均速度として区間
所要時間を算出する
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専用アプリ

所要時間を
直接計測する

・安価に設置できる
・設置場所の自由度がある

図　SkeedOzを活用した自律的ネットワークのイメージ
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無線タグ10m-30m

給電必要（ソーラー等可）
消費電力1W以下
免許不要920MHz帯
特定省電力無線

ノード間50～300m程度
通信可能距離に多数置いて面でカバー

BCP対策、見守り、忘れ物検索
をはじめ、産業創出も

電池動作で半年～
近距離無線で
情報送信（～30m）
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対象分野 高速道路における交通情報提供
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